
１８世紀英語研究書誌（増補版）

田 島 松 二・末 松 信 子＊

１８世紀は、規範文法書の相次ぐ刊行、本格的な英語辞典の出現が物語るように、文法と
語彙の両面で英語が１７世紀までの流動的な状態から安定へ向かおうとする傾向が明確に現
れた時代であった。他方で、従来からの地域方言に加えて社会階層方言も発生する時期に
あたる。英語史的に見ても、興味深く、かつ重要な時期の一つである。にもかかわらず、
１８世紀の英語は、現代英語との表面的な類似性のためか、古・中英語はもちろん、初期近
代英語（１５００－１７００）と比べても、厳密な分析・記述の対象になることはこれまで稀であっ
た。その１８世紀英語が、時には後期近代英語（１７００－１９００）全体が、近年、とりわけ２１世
紀に入って、ヨーロッパを中心に注目を集めている。歴史言語学関係の学会でも必ずと
言っていいほど１８世紀英語に関連した発表が含まれているし、後期近代英語に特化した国
際会議（Late Modern English Conference）も２００１年より３年毎に開催されている。論文
はもちろん、概説書、専門書の刊行も相次いでいる。２０年前までは考えられなかったこと
である。その理由は何なのか。時間的に近すぎたために顧みられなかった１８、１９世紀の英
語がある程度距離をおいて観察できるようになったこと、多種多様な第一次資料が存在す
ることで社会言語学的な研究対象になってきたこと、加えて大量のデータ処理を可能にす
るコーパス言語学の興隆等が関係しているように思われる。（国の内外における比較的最
近までの研究動向については、『英語青年』２００５年４月号掲載の拙稿「１８世紀英語研究の
現在を概観する」を参照いただければ幸いである。）

本書誌は、上述した１８世紀英語研究の隆盛を考慮し、その実情を把握すべく編集したも
のである。２０世紀初頭から今日まで、様々な観点から１８世紀英語の諸相を実質的に論じた
ものを収録し、副次的、断片的に言及しただけのものは除外した。１８世紀のスコットラン
ド英語、アイルランド英語、アメリカ英語を扱ったものも除外している。内外にすぐれた
書誌が存在する「文法史」と「辞書史」に関する文献も一部を除き、収録対象外としてい
ることをお断りしておく。

構成は、１．書誌（Bibliographies）、２．総説・英語史（General Studies & Histories
of English）、３．歴史文法（Historical Grammars）、４．特殊研究（Special Studies）と
し、さらに国外刊行物（アルファベット順）と国内刊行物（五十音順）に分けて提示する。
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また、一部の文献末尾に付した［ ］は編者が付した注である。（なお、本書誌は田島・
末松（２００６）を、２００９年１０月末の時点で増補したものである。刊行されたばかりの Ingrid
Tieken-Boon van Ostade & Wim van der Wurff（eds.），Current Issues in Late Modern
English （Bern: Peter Lang、２００９）は残念ながら未着、未見である。）
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